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判
　
例
　
研
　
究

一
〇
六

（
六
九
八
）

〔
最
高
裁
民
訴
事
例
研
究
三
〕

昭
三
七
5
（
報
號
鵡
畷
卜
欺
巻
）

　
民
訴
三
五
六
条
の
和
解
に
対
す
る
請
求
異
議
の
訴
の
管
轄

　
　
和
解
調
書
無
効
確
認
等
（
本
訴
）
所
有
権
移
転
登
記
手
続
（
反
訴
）
請
求
事
件

　
　
（
昭
三
七
・
三
・
一
五
第
一
小
法
廷
判
決
）

　
　
昭
和
＝
二
年
倉
敷
簡
易
裁
判
所
に
お
い
て
原
告
X
（
被
控
訴
人
・
上
告
人
）
は

　
　
被
告
Y
（
控
訴
人
・
被
上
告
人
）
と
本
件
家
屋
を
売
却
す
る
内
容
の
起
訴
前
の

　
　
和
解
を
な
し
た
。
X
は
右
和
解
に
つ
き
Y
の
詐
欺
・
強
迫
が
あ
る
こ
と
を
主
張

　
　
し
て
、
右
和
解
に
も
と
づ
く
Y
の
X
に
対
す
る
家
屋
明
渡
執
行
に
対
し
て
請
求

　
　
異
議
の
訴
を
岡
山
地
裁
に
提
起
し
た
。
第
一
審
原
告
勝
訴
。
被
告
Y
控
訴
。
控

　
　
訴
理
由
と
し
て
以
下
の
理
由
が
主
張
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
執
行
が
倉
敷
簡
裁

　
　
の
起
訴
前
の
和
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
民
訴
法
五
六
〇
条
に
よ
る
と
、
裁
判

　
　
上
の
和
解
に
よ
る
強
制
執
行
に
は
同
法
五
四
五
条
が
準
用
さ
れ
る
か
ら
、
右
執

　
　
行
の
排
除
を
求
め
る
請
求
異
議
の
訴
は
第
一
審
受
訴
裁
判
所
に
提
起
す
べ
き
も

　
　
の
で
、
こ
の
管
轄
は
同
法
五
六
三
条
に
よ
り
専
属
的
で
あ
る
．
し
た
が
つ
て
本

訴
は
右
和
解
の
成
立
し
た
裁
判
所
で
あ
る
倉
敷
簡
易
裁
判
所
の
専
属
管
轄
に
属

す
る
。
し
か
る
に
原
裁
判
所
は
こ
の
専
属
管
轄
を
看
過
し
て
い
る
点
失
当
で
あ

る
．
控
訴
審
裁
判
所
は
こ
の
主
張
を
容
れ
て
、
原
判
決
を
取
消
し
、
事
件
を
倉

敷
簡
易
裁
判
所
に
移
送
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
X
上
告
。
上
告
理
由
は
以
下
の

ご
と
し
。
ω
Y
の
妨
訴
抗
弁
は
時
機
に
遅
れ
た
も
の
で
、
む
し
ろ
妨
訴
抗
弁
の

主
張
を
怠
り
、
拠
棄
し
て
い
る
こ
と
、
訴
訟
物
の
価
額
が
一
〇
万
円
を
こ
え
る

場
合
地
方
裁
判
所
が
事
件
を
取
扱
う
ほ
う
が
当
事
者
の
利
益
の
保
護
に
な
る
こ

と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
事
物
管
轄
の
原
則
に
違
反
し
て
も
Y
を
保
護
す

る
必
要
は
な
い
。
ω
「
支
払
命
令
に
於
て
は
異
議
あ
る
場
合
は
訴
訟
物
の
価
格

に
応
じ
事
物
管
轄
の
規
定
通
り
に
地
方
．
簡
易
裁
判
所
に
事
件
を
按
配
し
て
い

る
の
に
右
支
払
命
令
と
同
立
法
趣
旨
の
下
に
簡
易
裁
判
所
の
専
属
管
轄
に
委
し

て
い
る
即
決
和
解
事
件
の
、
然
も
一
旦
成
立
し
た
る
債
務
名
義
を
争
う
点
に
於

て
支
払
命
令
の
如
き
は
比
較
に
も
な
ら
搬
複
雑
多
岐
な
事
件
と
な
る
べ
き
素
因

を
含
む
請
求
異
議
の
訴
訟
を
事
物
管
轄
の
規
定
を
無
視
し
て
ま
で
簡
易
裁
判
所



の
専
属
に
せ
ね
ば
な
ら
識
理
由
の
発
見
に
苦
し
む
。
当
然
支
払
命
令
に
準
じ
て

解
す
べ
き
」
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
判
所
は
、
若
干
の
先
例
（
媚
塑
L
胸
牌
臥
蹴
）
一
に
涛
駕
糊
に

墾
肇
醤
攣
小。
潜
鯉
駄
蟹
緕
魂
論
葦
を
引
用
ち
つ
、
・
い
わ
ゆ

る
即
決
和
解
調
書
に
基
づ
く
強
制
執
行
の
排
除
を
求
め
る
請
求
異
議
の
訴
の
第

一
審
は
、
訴
訟
物
の
価
額
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
即
決
和
解
の
成
立
し

た
裁
判
所
の
専
属
管
轄
に
属
す
る
と
解
す
る
の
が
正
当
で
あ
り
、
こ
れ
と
同
趣

旨
に
出
た
原
判
決
に
所
論
の
違
法
は
な
い
」
と
し
て
、
上
告
棄
却
。

　
判
旨
に
反
対
。
即
決
和
解
調
書
や
調
停
調
書
を
債
務
名
義
と
す
る
執
行
に
対

す
る
請
求
異
議
の
訴
の
管
轄
に
つ
い
て
は
、
第
一
審
の
受
訴
裁
判
所
と
い
う
も

の
が
即
決
和
解
に
つ
い
て
は
全
く
存
在
せ
ず
、
調
停
調
書
に
つ
い
て
も
通
常
存

在
し
な
い
（
眠
欄
繊
に
説
瞭
ゆ
湖
姶
猛
）
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
場
合
管
轄
に
つ
き
規

定
が
な
い
の
で
（
灘
織
鯉
繍
謬
禦
霧
効
を
嚢
顛
禦
鋲
馨
裁
鯉
繍

頒
繍
礁
抑
戯
砿
肌
批
滅
捌
研
瀕
当
臓
鵡
鱗
切
朔
涛
確
切
暖
噺
臓
鋼
斬
）
、
見
解
が
わ
か
れ
る
。
第

一
説
は
、
訴
訟
物
の
価
額
を
問
わ
ず
、
当
該
即
決
和
解
乃
至
調
停
の
成
立
し
た

裁
判
所
の
専
属
管
轄
に
属
す
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
（
脚
厳
鞠
解
ヱ
恥
｛
肛
駄
縮
剛
瑠

三
六
六
号
一
一
頁
．
調
停
に
つ
ぎ
大
審
決
昭
和
一
四
年
一
一
月
二
一
日
民
集
一
八
巻
二
二
〇
一
頁
、
最
高

判
昭
和
二
八
年
五
月
七
日
民
集
七
巻
五
号
五
一
〇
頁
　
最
高
判
昭
和
三
一
年
二
月
二
四
日
民
集
一
〇
巻
二

号
二
二
九
頁
、
学
説
と
し
て
は
、
菊
井
判
例
民
事
手
続
法
一
六
一
頁
、
村
松
民
商
一
一
巻
六
五
五
頁
、
野

間
民
商
三
四
巻
五
号
七
九
二
頁
、
松
岡
要
論
上
六
五
五
頁
、
加
藤
要
論
＝
一
五
頁
、
菊
井
・
村
松
民
訴
1

を
聖
碩
野
繭
鰍
羅
赫
』
炉
酌
）
。
第
二
説
は
、
訴
訟
物
の
価
額
に
し
た
が
つ
て
、
当

該
調
停
又
は
即
決
和
解
の
成
立
し
た
簡
易
裁
判
所
又
は
簡
易
裁
判
所
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
地
方
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
と
解
す
る
（
閣
糊
ユ
批
無
甫
ガ
縞
漁
暗
映

高
裁
民
集
七
巻
三
号
二
六
五
頁
、
東
京
地
判
昭
和
三
二
年
一
月
二
九
日
判
例
時
報
一
一
二
号
三
八
七
頁
、

豊
橋
簡
決
昭
和
三
〇
年
九
月
三
〇
日
判
例
時
報
六
五
号
一
八
頁
、
学
説
と
し
て
は
、
小
山
民
商
二
九
巻
四

号
二
五
二
頁
以
下
、
中
務
民
商
四
七
巻
五
号
七
三
五
頁
以
下
、
兼
子
強
制
執
行
法
一
〇
三
頁
、
近
藤
執
行

関
係
訴
訟
一
五
三
頁
、
斎
藤
請
求
異
議
の
訴
（
綜
合
判
例
研
究
叢
書
民
訴
ω
五
五
頁
、
板
倉
義
海
一
〇
九

煎
）
．

判
　
例
　
研
　
究

　
第
二
説
に
賛
成
す
る
。
理
由
は
以
下
の
諸
点
に
あ
る
。
ω
民
調
法
三
条
に

よ
り
簡
裁
事
件
に
つ
き
地
裁
で
調
停
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
、
第
一
説
に
よ
る

と
右
調
停
調
書
に
対
す
る
請
求
異
議
事
件
第
一
審
管
轄
は
右
地
裁
に
あ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
は
裁
判
所
に
不
当
に
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
（
眠
嚇
豊
一
巧
鱗

証
鑛
麗
7
．
寡
簿
窮
震
牲
霧
話
鷲
艶
て
懸
ゆ
罎
票
謬
．
罠

調
法
二
〇
条
に
よ
り
事
件
が
上
級
裁
判
所
に
係
属
中
に
当
該
上
級
裁
判
所
で
調

停
が
な
さ
れ
た
場
合
、
第
一
説
に
よ
れ
ば
、
右
上
級
裁
判
所
が
請
求
異
議
の
訴

の
第
一
審
管
轄
権
を
も
つ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
当
事
者
か
ら
審
級
の
利
益

を
不
当
に
奪
う
こ
と
に
な
る
の
で
好
ま
し
く
な
い
。
以
上
ω
ω
の
理
由
は
調
停

の
み
に
妥
当
し
即
決
和
解
に
は
妥
当
し
な
い
。

　
も
つ
と
も
、
か
つ
て
小
作
調
停
法
第
一
条
が
小
作
調
停
に
つ
き
、
管
轄
裁
判

所
を
原
則
と
し
て
地
方
裁
判
所
と
し
た
の
は
、
「
本
法
が
成
る
可
く
小
作
争
議

の
実
情
に
通
暁
し
た
裁
判
官
を
養
成
し
て
、
此
裁
判
官
を
し
て
調
停
の
事
務
に

当
ら
せ
た
い
と
い
ふ
希
望
の
下
に
立
案
せ
ら
れ
た
の
で
、
而
も
此
種
の
裁
判
官

を
各
区
裁
判
所
に
特
設
す
る
こ
と
は
人
員
配
置
の
上
に
も
著
し
く
不
便
で
あ
る

か
ら
、
先
づ
地
方
裁
判
所
に
此
種
の
裁
判
官
を
特
設
し
、
其
裁
判
官
を
し
て
便

宜
的
に
争
議
に
就
き
調
停
を
為
さ
し
む
る
と
い
ふ
趣
旨
か
ら
本
法
に
於
て
は
原

則
と
し
て
地
方
裁
判
所
に
管
轄
権
を
も
た
せ
た
の
で
あ
る
」
（
嚴
鵜
訓
↓
誰
期
停
）
と

い
う
理
由
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
事
情
が
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
小

作
調
停
調
書
に
関
す
る
請
求
異
議
の
訴
の
事
物
管
轄
を
訴
訟
物
の
価
額
と
は
無

関
係
に
地
方
裁
判
所
に
認
め
て
も
よ
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
民
調
法
二
六
条
・

三
二
条
は
、
例
外
的
に
農
事
調
停
事
件
・
鉱
害
調
停
事
件
に
つ
き
地
方
裁
判
所

の
管
轄
権
を
認
め
て
い
る
の
で
、
こ
の
場
合
に
限
り
第
一
説
を
正
当
と
認
め
る

一
〇
七

（
六
九
九
）



判
　
例
　
研
　
究

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
地
方
裁
判
所
が
調
停
を
お
こ
な
う
の
が
む
し
ろ

例
外
現
象
で
あ
る
そ
の
他
の
調
停
の
場
合
（
誤
網
法
）
第
一
説
は
既
述
の
理
由
に
よ

り
根
拠
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
調
停
を
お
こ
な
つ
た
裁
判
所
が
一
般
に
は
訴
訟
が
係
属
す
れ
ば
第
一
審
と
し

て
審
判
し
う
る
裁
判
所
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
第
一
審
受
訴
裁
判
所
に
相
当
す

る
も
の
と
み
て
も
、
審
理
の
便
宜
と
審
級
の
秩
序
の
維
持
を
目
標
と
し
て
い
る

民
訴
法
五
四
五
条
の
趣
旨
に
は
反
し
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
繭
塑
糊
咽
服
）
。

し
か
し
、
す
で
に
述
べ
た
通
り
、
調
停
を
お
こ
な
つ
た
裁
判
所
が
必
ず
し
も
訴

訟
が
係
属
す
れ
ぽ
第
一
審
受
訴
裁
判
所
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
（
幌
調
朕
紀

励
腸
鹸
て
卿
蟄
繍
礁
の
）
、
そ
の
限
り
で
調
停
の
成
立
し
た
裁
判
所
に
本
訴
の
管
轄

を
認
め
て
も
審
級
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
㈹
民
訴
法
五
四
五
条
－
項
が
、
第
一
審
受
訴
裁
判
所
に
請
求
異
議
訴
訟
の
管

轄
を
認
め
た
の
は
、
そ
こ
に
訴
訟
記
録
が
存
す
る
か
ら
で
（
訪
珈
疎
鵬
）
、
こ
の
趣

旨
か
ら
推
測
す
る
と
、
調
停
乃
至
即
決
和
解
の
成
立
し
た
裁
判
所
に
管
轄
権
あ

皇
考
え
る
こ
と
も
で
ぎ
る
（
腔
計
灘
麗
嚢
ず
猿
幾
纏
耀
譲
畿
騰

騰
睦
髄
轍
勧
鶴
訟
助
ポ
彿
ト
鋸
疲
旛
鐵
判
）
。
し
か
し
、
訴
額
に
関
係
な
く
簡
易
裁
判
所

が
、
調
停
・
即
決
和
解
に
つ
き
管
轄
権
を
も
つ
の
は
．
調
停
乃
至
即
決
和
解

（
論
謡
筆
齢
蟹
顧
鰹
驕
露
畷
簸
湾
憲
饗
霧
㎏
壇
嚢
騎
の
の
穐

穐
蹴
肋
樋
秘
腰
哺
軸
偽
虻
號
齢
鰭
楠
韻
紐
酬
決
）
の
特
質
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
範
囲
で
の
み
訴
訟
事
件
と
し
て
は
簡
易
裁
判
所
の
管
轄
に
属
し
な
い
事
件

に
つ
い
て
も
、
調
停
乃
至
即
決
和
解
事
件
と
し
て
管
轄
権
を
有
す
る
と
解
せ
ら

れ
る
（
動
珈
ド
揃
賜
二
）
。
し
た
が
つ
て
こ
れ
ら
に
関
す
る
請
求
異
議
訴
訟
事
件
の

ご
と
く
、
訴
訟
事
件
に
あ
う
て
は
そ
の
管
轄
椎
の
分
掌
は
訴
の
管
轄
の
一
般
原

輔
○
八

（
七
〇
〇
）

則
に
よ
る
も
の
と
み
る
べ
ぎ
で
あ
る
。
判
断
の
資
料
た
る
記
録
が
あ
る
か
ら
他

の
裁
判
所
に
く
ら
べ
て
裁
判
に
便
利
で
あ
る
と
か
、
よ
り
適
確
な
判
断
を
な
し

う
る
と
い
う
こ
と
の
前
提
に
は
、
判
断
主
体
の
他
の
条
件
が
同
じ
で
あ
る
と
い
・

う
条
件
が
あ
る
。
事
物
管
轄
の
異
る
裁
判
所
相
互
間
で
は
訴
訟
事
件
に
関
し
て

こ
の
前
提
条
件
が
欠
け
て
い
る
。
地
方
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
事
件
に
つ
い

て
は
、
簡
易
裁
判
所
は
い
く
ら
当
該
事
件
に
つ
き
記
録
を
も
つ
て
い
る
と
し
て

も
、
そ
も
そ
も
裁
判
を
な
す
に
適
し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
は
督
促
手
続

に
お
い
て
は
民
訴
法
五
六
一
条
皿
項
但
書
で
法
文
上
い
か
さ
れ
て
い
る
が
（
駆
濾

醤
畑
蝦
醍
恥
陸
継
弦
鞭
殿
対
鴎
蜆
將
モ
訊
墜
刷
蹴
瑚
醐
聰
五
辞
蘭
調
凱
弔
哉
諜
蹴
》
調
停
や
即
決

和
解
に
つ
い
て
も
、
異
つ
た
理
解
を
す
べ
き
特
別
の
理
由
も
な
い
か
ら
、
妥
当

す
る
と
解
せ
ら
れ
る
（
杖
靴
確
脚
繊
珈
糠
吻
醐
飴
瀬
鰯
齢
蟻
批
蕊
珈
癬
欄
焙
⑳
嚥
勃
厭
硫
濾
獄
胸

甥
鵠
）
．

　
な
お
民
訴
法
五
六
三
条
は
、
「
本
編
二
定
メ
タ
ル
裁
判
籍
ハ
専
属
ナ
リ
ト
ス
」

と
規
定
し
て
い
る
渉
、
事
物
の
管
轄
が
訴
訟
物
の
価
額
に
し
た
が
い
地
方
裁
判

所
あ
る
い
は
簡
易
裁
判
所
に
属
す
る
場
合
の
一
つ
で
あ
る
同
法
五
六
一
条
皿
項

の
ご
と
ぎ
場
合
は
、
五
二
一
条
や
五
四
五
条
の
よ
う
に
特
別
の
理
由
か
ら
特
定

の
裁
判
所
に
管
轄
を
認
め
た
場
合
と
は
異
り
．
事
物
管
轄
は
専
属
的
で
は
な
く

任
意
的
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
搬
鋼
纈
鰍
祉
距
個
㎝
頭
則
肝
智
兼
）
。
調
停

や
即
決
和
解
の
場
合
も
こ
れ
に
準
じ
る
か
ら
、
事
物
管
轄
は
任
意
管
轄
で
あ

り
、
し
た
が
つ
て
、
応
訴
管
轄
の
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　
㈲
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
説
の
側
か
ら
、
「
紛
争
を
互
譲
そ
の
他
の
方
法
に

よ
り
当
事
者
の
合
意
に
よ
る
解
決
に
ま
で
も
た
ら
し
調
停
を
成
立
さ
せ
た
裁
判

所
を
、
支
払
命
令
を
発
し
た
に
過
ぎ
な
い
裁
判
所
と
同
列
に
お
く
こ
と
は
不
都



合
で
あ
る
し
、
規
定
の
文
理
的
論
理
的
解
釈
に
お
い
て
も
不
当
で
あ
を
」
し
．

仮
り
に
第
二
説
を
肯
定
す
る
と
な
る
と
、
「
家
庭
裁
判
所
で
成
立
し
た
調
停
に

対
す
る
請
求
異
議
の
訴
を
簡
易
裁
判
所
又
は
地
方
裁
判
所
が
管
轄
す
る
こ
と
に

な
り
、
立
法
に
よ
ら
ず
に
家
庭
裁
判
所
か
ら
請
求
異
議
事
件
に
関
す
る
裁
判
権

を
奪
う
こ
と
に
な
り
不
都
合
で
あ
る
」
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
（
蜥
燗
揃

欺
）
。
調
停
の
成
立
し
た
裁
判
所
と
支
払
命
令
を
出
し
た
裁
判
所
と
を
同
列
に

お
く
こ
と
は
、
両
者
の
当
該
債
務
名
義
に
関
す
る
記
録
の
範
囲
と
い
う
点
か
ら

み
殺
、
な
る
磐
妥
当
で
鐘
い
墓
ろ
う
（
罷
御
麟
鰐
露
論
鑛
批

附
殆
龍
拙
れ
狭
磁
劉
騎
狂
を
）
。
し
か
し
、
こ
こ
で
両
者
を
同
列
に
お
い
た
の
は
、
訴

の
第
一
審
の
事
物
管
轄
の
分
配
に
関
す
る
一
般
原
則
か
ら
で
あ
つ
て
、
債
務
名

義
に
関
す
る
記
録
の
範
囲
と
い
う
点
か
ら
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
さ
ら
に
、
家
事
審
判
が
債
務
名
義
で
あ
る
場
合
、
こ
れ
に
も
と
づ
く
執
行
に

対
す
る
請
求
異
議
の
訴
の
管
轄
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
。
審
判
の
記
録
は
当

該
審
判
を
な
し
た
家
庭
裁
判
所
に
保
存
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
民
訴
法
五
四
五
条

に
い
わ
ゆ
る
「
第
一
審
の
受
訴
裁
判
所
」
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
家
庭
裁
判
所

に
専
属
管
轄
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
（
翻
諏
蹴
創
報
稿
職
闘
咽
癬
賊
筏

醐
欄
肺
顯
靴
鍬
繊
瀬
、
雛
嬬
鎧
剣
）
盤
鎮
）
、
「
家
庭
事
件
と
訴
訟
事
件
と
は
そ
の
性
質

を
全
く
異
に
し
て
お
り
、
家
庭
裁
判
所
も
元
来
訴
訟
事
件
を
扱
う
建
前
に
は
な

つ
て
い
な
い
筈
で
あ
る
か
ら
（
織
用
葡
雛
賠
一
）
、
請
求
異
議
事
件
を
家
庭
裁
判
所

の
管
轄
と
す
る
こ
と
を
当
然
視
す
る
の
は
甚
だ
疑
わ
し
く
、
調
書
な
い
し
記
録

の
点
に
か
か
わ
ら
ず
、
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
は
家
庭
事
件
限
り
と
解
し
、
請
求
．

異
議
訴
訟
の
事
物
管
轄
に
つ
い
て
は
、
事
件
は
家
庭
裁
判
所
を
離
脱
す
る
と

判
　
例
　
研
　
究

解
す
べ
き
で
あ
る
」
と
説
く
見
解
も
あ
る
（
謙
塑
洗
勧
観
癬
磁
ド
礪
罰
郷
鮒
鮒
秘
薦
隙
娯

方
裁
判
所
と
等
置
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
．
債
務
名
義
が
家
庭
裁
判
所
で
成
立
し
な
が
ら
請
求
異
議
訴

訟
の
第
一
審
が
簡
易
裁
判
所
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
に
な
れ
ば
不
合
理
で
は
な
い
か
と
の
間
題
が
生
じ

る
が
、
管
轄
の
問
題
に
つ
い
て
地
方
裁
判
所
が
蹟
視
さ
れ
て
い
る
現
行
法
上
は
、
こ
の
場
合
の
事
物
管
賠

は
地
方
裁
判
所
で
あ
る
と
解
す
る
余
地
が
あ
り
　
ま
た
そ
の
方
が
当
事
者
に
も
利
益
て
あ
り
、
従
っ
て

騒
醤
蒲
附
騰
融
羅
切
雑
ど
暗
碑
聾
蕪
雛
鰐
謹
）
．

　
家
事
事
件
が
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
に
属
す
る
の
は
家
事
事
件
の
特
質
か
ら
く

る
の
で
あ
る
か
ら
、
審
判
に
つ
い
て
の
請
求
異
議
訴
訟
が
家
庭
事
件
で
あ
る
限

り
（
姻
厩
庶
ド
旛
棚
師
職
腋
鮨
球
陸
驚
軸
肌
ピ
蘇
剛
駒
悩
腺
緒
赫
備
誠
韻
臓
旛
獄
⑳
硝
嬉
緒
と
）
、
家
庭

裁
判
所
の
管
轄
に
属
せ
し
め
る
こ
と
が
家
庭
事
件
を
特
別
扱
い
に
す
る
趣
旨
に

適
合
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
請
求
異
議
訴
訟
が
家
庭
事
件
た
る
性
格
を
失

う
場
合
（
燗
猷
照
ポ
嚥
婚
動
鋤
盤
紛
弾
那
概
継
ド
懐
湖
快
焔
礒
伽
縣
働
薩
肋
醗
欄
櫨
珀
唱
るの
酩
犠
吃
孔

願
蝋
灘
賭
諦
破
論
替
勘
紅
砥
批
隷
漁
諭
概
鮒
）
に
は
、
家
庭
裁
判
所
の
管
轄
を
否
定
す
べ

き
で
、
一
般
の
訴
訟
事
件
と
し
て
管
轄
も
定
ま
る
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
問
題
は
あ
る
が
、
第
二
説
が
家
庭
裁
判
所
に
調
停
・
審
判
に
つ
い
て
の
請
求

異
議
事
件
の
管
轄
を
否
定
す
る
の
は
、
そ
れ
が
も
は
や
家
庭
事
件
で
は
な
く
通

常
の
民
事
訴
訟
事
件
と
み
る
か
ら
で
あ
つ
て
、
こ
の
立
場
ば
、
家
庭
裁
判
所
に

は
そ
も
そ
も
家
事
調
停
・
審
判
に
つ
い
て
の
請
求
異
議
訴
訟
の
管
轄
権
が
な
い

と
み
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
第
二
説
を
と
る
と
立
法
に
よ
ら
ず
に
家
庭

裁
判
所
か
ら
請
求
異
議
事
件
に
関
す
る
裁
判
権
を
奪
う
こ
と
に
な
り
不
都
合
で

あ
る
と
い
う
批
判
は
、
必
ず
し
も
あ
た
つ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。

　
以
上
の
理
由
に
よ
り
、
私
は
、
専
属
管
轄
違
反
を
理
由
に
第
一
審
判
決
を
取

消
し
た
控
訴
審
判
決
並
び
に
、
同
じ
理
由
に
よ
り
上
告
を
棄
却
し
た
上
告
審
判

決
に
は
賛
成
し
え
な
い
。
い
ず
れ
も
、
即
決
和
解
調
書
を
債
務
名
義
と
し
て
な

さ
れ
た
執
行
を
排
除
す
る
た
め
の
請
求
異
議
の
訴
の
第
一
審
の
専
属
管
轄
に
関

一
〇
九

（
七
〇
一
）
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一
〇

（
七
〇
二
）

す
る
解
釈
を
誤
る
違
法
な
判
決
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
石
川
　
明
）

昭
和
三
七
6
（
報
驕
覗
族
陣
鰍
巻
）

　
証
言
の
一
部
の
排
斥
の
判
示
方
法

　
　
土
地
所
有
権
確
認
同
移
転
登
記
手
続
等
請
求
事
件
（
昭
三
七
・
三
・
二
三
第
二

　
　
小
法
廷
判
決
）

　
　
係
争
の
土
地
に
つ
い
て
は
磧
の
所
有
権
の
登
記
と
、
葛
の
根
抵
当
の
登
記
と
が

　
　
あ
る
．
原
告
X
は
自
己
の
所
有
権
を
主
張
し
、
葛
島
を
共
同
被
告
と
し
て
、
町

　
　
に
対
し
て
は
所
有
権
の
確
認
と
移
転
登
記
、
偽
に
対
し
て
は
根
抵
当
の
登
記
の

　
　
抹
消
を
訴
求
し
た
。
X
は
訴
外
R
の
妻
で
あ
つ
た
ら
し
い
（
離
婚
後
に
婚
姻
中

　
　
の
土
地
取
得
が
争
わ
れ
て
い
る
も
の
ら
し
い
）
が
、
土
地
が
も
と
訴
外
V
の
所

　
　
有
で
あ
つ
た
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
な
く
．
X
と
葛
と
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
れ
を
自

　
　
分
が
（
磧
の
場
合
は
V
か
ら
買
受
け
た
R
か
ら
更
に
）
買
受
け
た
も
の
と
す
る

　
　
の
で
あ
る
（
V
か
ら
の
土
地
の
買
手
は
夫
R
だ
つ
た
の
か
妻
X
だ
つ
た
の
か
と

　
　
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
ら
し
い
）
。
第
一
審
で
は
（
不
動
産
の
表
示
を
誤
つ
た
こ

　
　
と
も
あ
つ
て
か
）
X
が
敗
訴
し
た
が
、
（
X
は
控
訴
と
と
も
に
不
動
産
の
表
示

　
　
を
訂
正
）
、
控
訴
審
で
は
、
　
「
成
立
に
争
い
の
な
い
甲
第
一
乃
至
第
九
号
証
、

　
　
第
一
四
号
証
の
一
乃
至
六
、
第
一
五
乃
至
第
一
七
号
証
、
原
審
証
人
V
（
こ
れ

　
　
を
甲
証
言
と
し
よ
う
1
筆
者
）
、
A
、
当
審
証
人
B
、
V
、
q
D
及
び
E

　
　
の
各
証
言
、
原
審
及
び
当
審
（
い
ず
れ
も
第
一
、
二
回
）
に
お
け
る
X
の
各
本

　
　
人
尋
問
の
結
果
（
こ
れ
を
乙
証
言
と
し
よ
う
ー
筆
者
）
並
び
に
弁
論
の
全
趣

　
　
旨
を
総
合
す
れ
ば
、
X
が
昭
和
二
八
年
…
…
訴
外
V
か
ら
そ
の
所
有
す
る
別
紙

　
　
第
一
目
録
の
土
地
を
代
金
二
十
二
万
五
千
円
で
買
い
受
け
て
そ
の
所
有
権
を
取

　
　
得
し
た
事
実
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
原
審
証
人
R
の
証
言
並
び
に
原
審
及
び

当
審
に
お
け
る
磧
の
各
本
人
訊
間
の
結
果
中
右
認
定
に
反
す
る
部
分
は
い
ず
れ

も
前
顕
各
証
拠
に
照
ら
し
て
た
や
す
く
措
信
し
難
く
、
他
に
右
認
定
を
左
右
す

る
に
足
る
証
拠
は
な
い
。
…
－
払
等
は
、
訴
外
R
が
右
土
地
を
昭
和
二
五
年
…

…
訴
外
V
か
ら
代
金
四
万
五
千
円
で
買
い
受
け
て
そ
の
所
有
権
を
取
得
し
た
旨

主
張
す
る
が
、
原
審
証
人
R
の
証
言
並
び
に
原
審
及
び
当
審
に
お
け
る
磧
の
各

本
人
尋
問
の
結
果
中
こ
の
点
に
関
す
る
部
分
は
、
い
ず
れ
も
前
記
各
証
拠
（
排

斥
さ
れ
た
も
の
を
除
く
）
に
照
ら
し
て
た
や
す
く
措
信
し
難
」
い
と
さ
れ
、
X

の
請
求
が
容
れ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
右
甲
（
売
主
V
の
そ
れ
）
・
乙
（
原
告

X
の
そ
れ
）
の
両
証
言
の
う
ち
に
は
、
売
買
が
V
と
R
と
の
間
で
行
わ
れ
た
趣

旨
の
発
言
が
あ
り
、
他
の
証
拠
は
す
べ
て
こ
れ
を
否
定
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
は

な
い
か
ら
、
原
審
判
決
が
「
こ
れ
を
排
斥
す
る
こ
と
も
な
く
、
（
こ
の
証
拠
を

援
用
し
な
が
ら
）
右
証
拠
に
反
す
る
認
定
を
し
て
い
る
」
の
は
「
採
証
の
原
則

に
反
し
、
理
由
を
付
せ
ざ
る
判
決
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
昭
偽
か

ら
上
告
。
最
高
裁
い
わ
く
、
「
諸
般
の
証
拠
を
総
合
し
て
あ
る
事
実
を
認
定
す

る
に
あ
た
り
、
そ
の
用
に
供
せ
ら
れ
た
証
人
の
供
述
中
に
認
定
事
実
に
反
す
る

趣
旨
の
部
分
が
存
在
す
る
場
合
、
そ
の
部
分
を
証
拠
と
し
て
採
用
し
な
か
つ
た

こ
と
を
判
文
上
明
示
す
る
必
要
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
供
述
内
容
と
判
文

の
認
定
事
実
と
を
対
照
し
て
、
ど
の
部
分
を
採
用
し
、
ど
の
部
分
を
排
斥
し
た

も
の
で
あ
る
か
が
了
知
で
き
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
る
。
原
審
が
所
論
証
言
中
所

論
の
部
分
を
採
用
し
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
原
判
文
か
ら
こ
れ
を
了
解

し
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
判
決
に
は
採
証
法
則
違
反
、
理
由
不
備
等
の
違
法

は
な
い
」
と
。
ー
棄
却
。

　
証
拠
の
採
否
は
一
々
判
文
上
明
示
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
判
文

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
か
ら
了
知
す
る
こ
と
が
で
ぎ
れ
ば
足
り
る
と
い
う
こ
と
は
、

時
と
し
て
問
題
と
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
自
体
と
し

て
は
完
全
に
単
な
る
表
現
形
式
の
問
題
で
、
議
論
の
必
要
は
認
め
ら
れ
な
い
。



採
否
の
い
ず
れ
を
も
了
知
で
き
な
い
場
合
、
は
じ
め
て
判
文
の
暇
疵
が
問
わ
る

べ
き
こ
と
に
な
る
が
．
判
旨
は
、
本
件
が
、
証
拠
の
採
否
の
い
ず
れ
を
も
明
確

に
し
て
い
な
い
場
合
に
は
該
ら
な
い
こ
と
を
説
示
し
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
「
原
審
が
所
論
証
言
中
所
論
の
部
分
を
採
用
し
な
か
つ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
云
云
」
と
の
文
辞
は
み
え
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
再
び
単
な
る

言
葉
の
問
題
で
、
真
意
は
、
原
審
が
採
否
の
い
ず
れ
を
も
明
確
に
し
な
い
違
法

に
坐
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
言
お
う
と
す
る
に
と
ど
ま
り
．
こ
の
限
度
を

こ
え
て
、
甲
乙
両
証
言
の
該
当
部
分
が
「
全
く
排
斥
せ
ら
れ
た
こ
と
」
を
明
か

な
り
と
言
お
う
と
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
「
諸
般
の

証
拠
を
総
合
し
て
あ
る
事
実
を
認
定
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
用
に
供
せ
ら
れ
た

証
人
の
供
述
中
に
認
定
事
実
に
反
す
る
趣
旨
の
部
分
が
存
在
す
る
場
合
云
云
」

と
い
う
判
文
自
体
の
他
の
文
辞
が
矛
盾
を
覚
え
し
め
る
。
そ
し
て
、
違
法
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

判
決
が
証
拠
採
否
の
い
ず
れ
を
も
明
確
に
し
な
い
場
合
に
生
ま
れ
る
の
で
あ
つ

て
、
決
し
て
、
採
否
を
い
ず
れ
と
も
明
確
に
し
な
い
場
合
に
存
す
る
の
で
は
な

い
。
’
諸
般
の
証
拠
が
綜
合
的
に
用
い
ら
れ
る
場
合
、
そ
こ
に
、
採
用
し
な
が
ら

も
そ
の
内
容
に
全
面
的
に
添
う
た
事
実
認
定
の
で
き
な
い
証
拠
と
い
う
も
の
は

当
然
あ
り
う
べ
き
所
だ
か
ら
で
あ
る
。
証
拠
も
し
く
は
そ
の
一
部
は
、
全
く
採

用
さ
れ
る
か
、
全
く
排
斥
さ
れ
る
か
、
ど
ち
ら
か
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
い
。

綜
合
評
価
の
場
合
に
、
一
部
の
証
拠
ま
た
は
或
証
拠
（
殊
に
或
証
言
）
の
一
部

に
つ
き
、
採
否
を
い
ず
れ
か
に
割
切
つ
て
み
せ
る
こ
と
は
、
そ
の
必
要
が
な
い

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　
勿
論
、
証
拠
説
明
の
必
要
は
別
の
間
題
で
．
心
証
の
経
路
は
明
か
に
せ
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
た
、
可
能
な
場
合
に
限
ら
れ
る
こ
と
は
勿
論
．

判
　
例
　
研
　
究

特
別
な
必
要
の
な
い
か
ぎ
り
、
判
文
の
全
趣
旨
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
明
か
に
せ

ら
れ
れ
ば
足
り
る
も
の
で
、
故
ら
な
判
示
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
（
翻
締
鞍
旙

沸
ゆ
｛
報
鷹
噛
琳
購
励
腱
識
醐
協
恥
鋭
腰
）
。
本
件
で
も
、
前
記
甲
乙
両
証
言
の
該
当
部

分
に
拘
ら
ず
、
原
審
の
よ
う
な
事
実
認
定
に
達
す
る
こ
と
は
、
証
言
と
い
う
も

の
の
性
質
か
ら
み
て
充
分
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
、
甲
乙
両
証
言
の
こ
の
部
分
に

つ
き
可
能
な
限
度
で
は
特
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
ず
（
熱
劃
偽

鯨
酷
⑳
燃
髄
齋
肋
め
糀
ゆ
郁
水
姫
証
蹄
狸
柚
説
琳
け
羅
厳
圃
も
）
、
証
拠
に
接
し
た
当
事
者
で

あ
れ
ば
恐
ら
く
判
示
の
程
度
で
（
判
文
の
全
趣
旨
か
ら
）
裁
判
所
が
心
証
を
え

た
経
路
は
推
察
で
き
る
と
想
像
さ
れ
る
（
翫
傑
難
卿
断
鋤
都
㍑
脚
勘
浦
哨
憾
賭
鰍
勘
融
）
。

も
し
、
そ
れ
、
心
証
の
経
路
が
分
か
ら
ぬ
と
い
う
な
ら
、
上
告
理
由
は
そ
の
よ

う
に
陣
立
て
す
べ
き
で
あ
つ
た
し
、
認
定
が
不
当
だ
と
い
う
な
ら
、
上
告
理
由

は
も
つ
と
細
か
く
証
拠
を
分
析
し
て
み
せ
る
べ
き
で
あ
つ
た
。
本
当
に
心
証
の

経
路
が
察
し
ら
れ
ず
、
ま
た
は
本
当
に
認
定
が
不
当
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
と
し

た
ら
、
果
し
て
、
上
告
理
由
が
、
こ
ん
な
調
子
の
低
い
も
の
に
終
つ
て
い
た
で

あ
ろ
う
か
と
、
そ
う
い
う
疑
問
さ
え
禁
じ
え
な
い
。

　
既
に
本
件
に
つ
い
て
は
山
木
戸
教
授
の
詳
細
な
評
釈
が
あ
り
（
號
摘
畑
士
賭
五
y

教
授
は
判
旨
に
疑
問
を
提
出
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
の
一
般
論
に
は
賛
成
し
つ

つ
も
（
鑛
獺
懇
鞭
醐
纂
灘
即
魏
乱
竣
叢
嚇
醐
覇
雛
爆
曜
瑞
敷
鑑

購
港
勧
融
既
醐
艸
駄
卸
げ
轍
曜
⑰
耀
礁
）
、
具
体
的
な
適
用
の
面
で
同
じ
え
な
い
（
舖
脂
融
懸

の
証
言
を
採
用
し
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
と
断
じ
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
点
や
、
糊
題
の
証
言
は
重
要
な

証
拠
だ
か
ら
取
捨
判
断
の
理
由
を
説
明
す
べ
き
種
類
の
も
の
だ
と
解
せ
ら
れ
る
点
　
前
出
拙
稿
判
批
で
も

㈱
齢
肋
湛
嘱
猷
誤
麟
駒
流
燗
魎
風
隣
加
K
挫
鴨
荒
識
慨
紛
銚
つ
の
輝
磯
鍛
倒
祉
樋
）
。
私
は
、
む
し
ろ
、

判
旨
を
支
持
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
東
　
乾
）

（
七
〇
三
）


